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８月２５日（日）に第４回となる西志和自主防災会総合防災訓練が晴天の下、西志和小 

学校のグラウンドと体育館を会場に開催されました。 

訓練は各自治会や、地域住民の方、消防団、炊出し班の方等合わせて約２３０名の参加 

があり、過去最高の参加人数となりました。 

訓練内容は集合訓練から始まり、簡易担架組立て、車いす取り扱い、土のう積み、消火 

器訓練等を東広島消防署西分署の隊員の方のご指導で実施しました。 

最後に消防団による放水実演でグラウンドでの訓練を締めくくりました。 

その後場所を体育館に移して、市役所危機管理課の協力のもとで避難所開設訓練をして 

ダンボールベッドの組み立て体験や、避難所での炊き出し訓練として各地区のサロンの方 

による共同作業でおにぎり５８６個を作り、参加者全員に配りました。 

今年は趣向を凝らし、豪華？景品を用意して「子どもスタンプラリー」 

「難問クイズ解き」をプラスしたところ、子供さんたちの参加も増えて 

地域住民の防災意識が高まったものと思います。 

※防災防犯部会のコーナーで防災訓練の様子を写真掲載しています。 

 

第 4回 

西志和総合防災訓練開催される 

西志和小学校グラウンドにおいて実施（開会式） 
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総 務 部 会 コ ー ナ ー  

【総務部会】 

西志和秋まつり写真募集について 

第２７回西志和秋まつり（１１月１７日開催）で写真  

展を開催しますので、一般の方からの写真の応募をお待 

ちしています。 

題材は自由ですが志和の歴史写真も歓迎です。 

応募していただく写真の題名と、写真に対する内容や 

思い入れ等がありましたらメモの添付をお願いします。 

入賞作品には賞品がありますので多くの方のご応募を 

お待ちしております。（応募締切り１０月末日まで）  

応募方法は写真の SD カードを事務局まで持参願います。 

【事務局の開所日と時間】     （現在受付中です） 

祝日を除く月、水、金 １５時～１７時 

地 域 づ く り 部 会 ・ 防 災 防 犯 部 会 コ ー ナ ー  

【地域づくり部会】 

地域おこし協力隊員着任（写真） 

７月１日新しく「伊藤かおりさん」が着任されました。 

伊藤さんは千葉県出身で、単身で来られました。 

イタリアに長く住んでおられ、イタリア料理も得意です。 

今後は「森口美優さん」と「伊藤かおりさん」の２名 

体制で活躍されます。 

「海軍山平和登山の実施」 

１０月２６日（土）９：００～１２：００ 

奥屋「平原宅」に集合し、一緒に登ります。 皆さんの参加をお待ちしています。 

「果樹栽培講習会について」 

今年は色々な種類の「ぶどう」がたくさん実っています。皆さんの中には、少し本格的 

に取り組まれた方や庭に１本だけ植えられた方等色々ですが、時期に応じた指導をします 

ので、多くの方の参加をお待ちしています。 

お問い合わせは ＴＥＬ ０８２－４３３－６０２２ 事務局まで 

【防災防犯部会】 

西志和総合防災訓練写真集 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の入賞写真から 

炊出しご苦労様でした 消火器訓練 

土のう訓練 

簡易担架訓練 簡易ベット体験訓練 

避難所体験訓練 

入賞作品は人気投票です 
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生 活 福 祉 部 会 コ ー ナ ー  

【生活福祉部会】 

第３回部会報告について 

８月、第３回の部会において、各地区の「おたがいさまネット」の取組み状況と、実施 

していく上での諸課題について報告・交流を行いました。おたがいさまネットとは、地域 

の高齢者や障害をもった方々を自治会長や民生委員、見守り協力員等のボランティア活動 

に携わる方々が、日常的に声かけや見守り活動を行うことにより、住み慣れた我が家で安 

心して生活していただく為の取組みです。昨今の自然災害により速やかで安全な避難行動 

を迫られる場合、大変効果的なものであると言えます。 

今回の報告においては、いざというときに声をかけるのではなく、日頃から顔を合わせ 

て話をしていく間柄になっていることが基本であるという貴重な意見を聞けました。 

 

 

 

 

 

 

生涯学習部会コーナー ・スポーツ健康部会コーナー  

 【生涯学習部会】 

しわ さんぽ・フェイスブック立上げ 

志和良いとこ PR実行委員会では、志和のまちの良さを伝えるため 

『フェイスブック』に８月から発信を始めました。志和の自然や歴史 

イベントなどふらっと寄りたくなるスポット情報を発信いたします。 

SNSの「Facebook」から「しわさんぽ」で検索してください。 

第２回乳幼児子育て支援料理教室開催予定 

１２月１９日（木）に開催しますので是非ご参加下さい。 尚、７月１１日（木）には 

第１回乳幼児子育て支援親子でいっしょリトミック教室が和やかに開催されました。 

【スポーツ健康部会】 

室内ペタンク講習会開催される 

８月２４日（土）西志和コミュニティハウスにて室内ペタンク 

講習会を開催し、約３０名が参加し楽しみました。ペタンクは 

フランス発祥で、小さい球にボールをいかに近づけるかという 

一見単純ですが頭を使う楽しいスポーツで、誰でも楽しめます。 

今後の行事予定 

〇志和町民ゴルフ大会             〇第２回志和町ボーリング大会 

日時 １１月３日（日）８時３０分スタート予定 日時 １２月２２日（日）１０時から 

場所 宮島志和カンツリー倶楽部        場所 賀茂ボール 参加費１５００円 

※問合先 スポーツ健康部会 黒川 090-2299-3434 

 

《サロン紹介》道下ふれあいサロン（別府・道下地区） 

 毎月１回の地域清掃をはじめ、高齢者対象の料理試食会、そば打ち会、年１回 

の日帰り旅行、外食会、しめ縄作り等を通して、地域の皆さんの絆を深めること 

を目標にしています。 ８月は地域でとれたそば粉で、そば打ち・試食会を実施 

しました。このサロンが核となり別府地区全体へと絆がつながることを願います。 

 

 

▲室内ペタンク講習会の様子 

６月 肉巻きロールで試食会 

しわさんぽロゴマーク 
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地 域 の 皆 様 と 事 務 局 の コ ー ナ ー  

災害時における避難所の開設について（案） 

今まで東広島市では、まず各町に１カ所ずつ避難所を開設し、災害の規模や被害状況に 

応じて順次追加で避難所を開設していました。 

今後は、昨年の７月豪雨災害を踏まえ、なるべく多くの避難所を開設できるよう、まず 

各住民自治協議会内で１カ所ずつ避難所を開設していく方針となりました。 

〇最初に開設を予定している避難所（※いずれの避難所も住民自治協等と調整中です） 

・西志和地区  西志和コミュニティハウス ・東志和地区  東志和地域センター 

・志和堀地区  JA 広島中央・志和グリーンセンター 

※災害の規模や被害状況に応じ、志和生涯学習センターを追加で開設することもあります。 

※避難先を地区で限定するものではありません。状況に応じ最寄りの避難所等に避難をお 

願いします。 

※地域との協議により正式に避難所が決定しましたら広報等で周知いたします。 

西志和小学校記念誌発行についてのお願い!! 

令和４年４月に志和町内の小学校が統合することにより、西志和小学校が同年３月に廃

校となります。西志和自治協議会では西志和小学校の１４８年の歩みをまとめた記念誌を 

発行する予定にしています。 

つきましては西志和小学校に関する過去から現在までの写真（卒業・修学旅行・周辺 

写真等）をお持ちの方は資料提供をお願いします。資料はデーター化後ご返却します。 

資料ご提供いただける場合は西志和自治協にご連絡頂ければお預かりにお伺いします。 

【志和の歴史紹介】 
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編集 郷土史研究会 吉本正就氏 

 

シリーズ第８回 

地元に伝わる話です。 
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